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赤い死が降る日木挽町のあだ討ち 魂魄の道

かまどろぼう あした、 弁当を作る。聴導犬ふく　家族ができた

フリーライターの今村が謎の

音源を残して姿を消した。 彼

の行方を追う同業の樫村勝

平は拉致され、 焼却炉に突き

落とされる。 闇から湧き出る

男たち。 政官財と赤い国の外

交官…浮かび上がったのは、

チェルノブイリ原発事故を背

景にした国際汚職疑惑だった。

１９８６年チェルノブイリ原発事

故から福島原発につながる３０

年の物語。

芝居小屋の立つ木挽町の裏通

りで、 美少年菊之助は父親を

殺めた下男を斬り、 みごとに

仇討ちを成し遂げた。 二年後、

ある若侍が大事件の顛末を聞

きたいと、 木挽町を訪れる。

芝居者たちの話から炙り出さ

れる、 秘められた真相とは…。

変えられてしまった人生。 住

民の４人に１人が犠牲となった

沖縄戦。 鉄の暴風、 差別、 間

諜、 虐殺、 眼裏に焼き付いた

記憶…。 “沖縄戦” をライトモ

チーフに現実と対峙し続ける

作家の１０年ぶりの短篇集。 沖

縄戦の記憶をめぐる５つの物

語。

「このごろ、 とうふ屋のかまが

ぬすまれている」 そう聞いたと

うふ屋の主人は心配で、 かま

の中で寝ることに…。 その晩、

何も知らないどろぼうがかまを

ぬすみ出しますが……。 なん

でこうなるの！？笑えるどろぼ

うの落語絵本！

朝。 いつものように、 母親がぼく

の背中に触れる。 いつものように

「行ってきます」 と答えて学校に行

けばいい。それなのに寒気がした。

昼休み、 弁当を開ける。 おかず

たちが、 「おいしく食べて欲しい」

とプレッシャーをかけてきて、 一

気に食欲が落ちる。 でも、 これは

せっかく母親が作ってくれたお弁

当。 無理やり食べたけれど、 気持

ちの悪さは残った。 いったい、 ぼ

くはどうなってしまったのだろう？

聴導犬の認定試験に合格した

ふく。 パートナーになったみか

さんは四人家族。 全員耳が聞

こえません。 目覚まし時計が

鳴ると、 みかさんを起こすこと

から、ふくの一日は始まります。

みかさん一家は、 聴覚障害者

のためのいろいろな機器を利

用して、 自立して生活していま

す。 聴導犬の仕事と日常をわ

かりやすく楽しく伝える絵本。
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☎２－３０１１

開館日時　火水金土
12時00分～18時00分

十河 進  著

ひこ ・ 田中  著

目取真 俊  著

桂 文我  作

永井 紗耶子  著

鈴木 びんこ  作

　

６
月
は
「
道
村
民
税
の
第
１
期
」 

の

納
期
で
す
。
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
住
民
課
税
務
係　

☎
２
‐
３
１
３
３

　

令
和
５
年
５
月
５
日
14
時
42
分
頃
、

石
川
県
能
登
地
方
で
大
き
な
地
震
が
発

生
し
ま
し
た
。
地
震
は
日
本
の
ど
こ
で

も
起
き
る
可
能
性
が
あ
り
、
日
頃
か
ら

備
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
、
今
一
度
、
ご
自
宅
の

家
具
の
置
き
方
等
を
ご
確
認
い
た
だ

き
、
「
家
具
は
必
ず
倒
れ
る
も
の
」
と

考
え
、
家
具
を
壁
に
固
定
し
た
り
、
寝

室
や
子
ど
も
部
屋
に
は
で
き
る
だ
け
家

具
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
た
り
対
策
を

講
じ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
宗
谷
総
合
振
興
局
地
域
創
生
部
地
域

政
策
課
防
災
係

☎
０
１
６
２
‐
３
３
‐
２
５
２
６

　

児
童
手
当
は
、
家
庭
等
に
お
け
る
生

活
の
安
定
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
次

代
の
社
会
を
担
う
児
童
の
健
や
か
な
成

長
に
資
す
る
た
め
、
中
学
校
修
了
前

（
15
歳
到
達
後
の
最
初
の
３
月
31
日
）

ま
で
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
父
母
等

の
保
護
者
に
支
給
す
る
も
の
で
す
。

▼
支
給
対
象

　

０
歳
か
ら
中
学
校
修
了
前
（
15
歳
到

達
後
の
最
初
の
３
月
31
日
）
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

児
童
が
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し
て

い
る
場
合
や
里
親
等
に
委
託
さ
れ
て
い

る
（
預
け
ら
れ
て
い
る
）
場
合
は
、
原

則
と
し
て
、
そ
の
施
設
の
設
置
者
や
里

親
等
に
児
童
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

①
支
給
月
額

３
歳
未
満
：
一
律
１
万
５
０
０
０
円

３
歳
以
上
小
学
校
修
了
前
： 

１
万
円

（
第
３
子
以
降
は
１
万
５
０
０
０
円
）

中
学
生
：
一
律
１
万
円

※
所
得
制
限
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、

児
童
一
人
に
つ
き
、
一
律
５
０
０
０
円

と
な
り
ま
す
。

②
支
給
時
期

手
当
の
支
払
い
は
、
６
月
、
10
月
及
び

児
童
手
当
制
度
の
ご
案
内

税
務
係
か
ら

納
期
の
お
知
ら
せ

ご
自
宅
の
家
具
の
転
倒
防
止

等
に
つ
い
て

　

肺
炎
球
菌
感
染
症
と
は
、
肺
炎
球
菌

と
い
う
細
菌
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

る
病
気
で
す
。
こ
の
菌
は
、
主
に
気
道

の
分
泌
物
に
含
ま
れ
、
唾
液
な
ど
を
通

じ
て
飛
沫
感
染
し
、
身
体
の
免
疫
力
が

弱
ま
っ
た
と
き
な
ど
に
気
管
支
炎
や
肺

炎
、
敗
血
症
な
ど
の
重
い
合
併
症
が
引

き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特

に
肺
炎
は
重
症
化
す
る
こ
と
も
あ
り
、

日
本
の
死
亡
原
因
の
第
５
位
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
予
防
接
種
を

す
る
こ
と
で
感
染
症
の
予
防
や
重
症
化

を
防
ぐ
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　

成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
平
成

26
年
度
よ
り
定
期
予
防
接
種
と
し
て
実

施
し
て
お
り
、
対
象
者
は
無
料
で
接
種

で
き
ま
す
。
定
期
接
種
の
対
象
と
な
る

方
は
毎
年
度
異
な
る
た
め
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
今
年
度
の
対
象
者
へ
は
個
別
に

通
知
し
て
お
り
ま
す
。
定
期
接
種
の
対

象
と
な
る
の
は
１
回
の
み
で
あ
り
、
過

去
に
接
種
歴
の
あ
る
方
は
対
象
外
と
な

り
ま
す
の
で
、
接
種
歴
を
確
認
の
う
え

接
種
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。
接
種
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
担
当
ま
で
電
話
予
約

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
と
13
日
以
上

の
接
種
間
隔
を
空
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す▼
対
象
者

①
令
和
５
年
度
に
65
、
70
、
75
、
80
、

85
、
90
、
95
、
１
０
０
歳
の
年
齢
に
な

る
方

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
、
腎

臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
、
免
疫
機

能
に
障
害
を
有
す
る
方

▼
期
間　

令
和
５
年
５
月
１
日

　
　
　
　

～
令
和
６
年
３
月
31
日

▼
予
約
先　

左
記
担
当
者
ま
で

▼
接
種
場
所　

猿
払
村
国
保
病
院

▼
接
種
時
間

　

毎
週
木
曜
11
時
～
11
時
半

■
保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係

☎
２
‐
２
０
４
０

２
月
の
３
期
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分

ま
で
の
分
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

６
月
：
２
月
～
５
月
分

10
月
：
６
月
～
９
月
分

２
月
：
10
月
～
１
月
分

▼
所
得
制
限
限
度
額
・
所
得
上
限
限
度
額

　

児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
の
所
得

が
、
下
記
表
の
①
（
所
得
制
限
限
度
額
）

未
満
の
場
合
、
表
面
の
支
給
額
を
、
所

得
が
①
以
上
②
（
所
得
上
限
限
度
額
）

未
満
の
場
合
、
法
律
の
附
則
に
基
づ
く

特
例
給
付
（
児
童
１
人
当
た
り
月
額
一

律
５
０
０
０
円
）
を
支
給
し
ま
す
。

※
令
和
４
年
10
月
支
給
分
（
６
月
～
９

月
分
）
か
ら
、
児
童
を
養
育
し
て
い
る

方
の
所
得
が
②
以
上
の
場
合
、
児
童
手

当
等
は
支
給
さ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

※
こ
れ
ま
で
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
方
で
、
令
和
５
年
度
の
所
得
が

②
を
下
回
っ
た
方
に
つ
い
て
は
、
令
和

５
年
６
月
分
以
降
の
手
当
て
を
受
け
る

た
め
に
、
認
定
請
求
書
の
提
出
等
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

■
保
健
福
祉
課
福
祉
係

☎
２
‐
２
０
４
０

成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
定
期
接
種
に
つ
い
て

①所得制限限度額 ②所得上限限度額

扶養親族等の数（カッコ内は例） 所得額（万円） 収入額の目安（万円） 所得額（万円） 収入額の目安（万円）

０人
（前年末に児童が生まれていない場合 等）

６２２ ８３３．３ ８５８ １０７１

１人
（児童１人の場合 等）

６６０ ８７５．６ ８９６ １１２４

２人
（児童１人＋年収 103 万円以下の配偶者の場合 等）

６９８ ９１７．８ ９３４ １１６２

３人
（児童２人＋年収 103 万円以下の配偶者の場合 等）

７３６ ９６０ ９７２ １２００

４人
（児童３人＋年収 103 万円以下の配偶者の場合 等）

７７４ １００２ １０１０ １２３８

５人
（児童４人＋年収 103 万円以下の配偶者の場合 等）

８１２ １０４０ １０４８ １２７６


